
 

 

 

 

 

 

子供の幸せは 地域住民の幸せ 教職員の幸せ❣ 

教育基本法には，第１３条において「学校，家庭及び地域住民その他の関係者は，教育におけるそれ

ぞれの役割と責任を自覚するともに，相互の連携および協力に努めるものとする。」と規定されています。

また，小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総則編では，「学校がその目的を達成するためには，家庭，

地域社会との連携を深め，学校内外を通じた子供の生活の充実と活性化を図ることが大切である。」と述

べられています。 

本号では，新 1年生の学校生活の支援を，地域住民が献身的に行っている由宇小学校を紹介します。 

 1年生の生活支援が実現するまでの流れ 

❶ 教頭から，電話で，代表の方 2名に依頼   ❷ 代表が，団体のメンバーに依頼し，参加人数や日程等を調整 

❸ 教室等における生活支援を「更生保護女性会・手話サークル」 登下校の支援を「民生委員・児童委員」が担当 
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つ な が り 

二次元コードから

閲覧可能です。 

入学式の次の日から３日

間，優しく丁寧に接しても

らい，子供たちは幸せで

す。電話一本で計画から

実践まで地域の皆様の手

で行われ，感謝しかありま

せん。 ＜森本 校長＞ 

地域住民の優しい言葉かけときめ細かな動きが印象的でした。子供は学校生活に必要な基礎的基本的な生活

様式を，短期間に確実に学び，安心した表情になっていました。その姿を見ている地域住民や担任教師は笑顔

であり，子供の成長を支える喜びをともに味わっているようでした。「地域とともにある学校」そのものでした。 

紙芝居や読み聞かせ

は大好き。とても楽し

かったよ。＜小学生＞ 

自分の靴箱が分かるんだね。す

ごいね。傘はここに置いてね。 

＜地域住民＞ 

由宇小学校 

学校のトイレは

不安だったけ

ど，使い方がわ

かってよかった。 

＜小学生＞ 

生活支援を始めて 3年目になるそ

うです。紙芝居をしている時，担任

教師が連絡帳にある保護者の言葉

に返事を一生懸命に書いていまし

た。教師と地域住民のチームワーク

の良さを感じました。 

子どもの安全

がとても気が

かりです。少し

でもお役に立

てればと思い

ます。 

＜地域住民＞ 

子供は，3日間

だけでも，すご

く成長します。

毎年，驚かされ

るし，元気をも

らいます。 

＜地域住民＞ 

連絡袋はちゃんと出

したよ。 ＜小学生＞ 

先生の話をよく

聞いていたね。 

＜地域住民＞ 

子供が，静か

に一生懸命に

聞いてくれま

す。とても可愛

いです。 

＜地域住民＞ 


